
会  議  録  

会 議 の 名 称 行田市商業振興対策委員会  

開 催 日 時 平成 22 年 3 月 26 日（金）  

開会：午後 2 時 00 分・閉会：午後 3 時 30 分  

開 催 場 所 商工センター402 会議室  

出席者（委員） 

氏 名 

漆原金作、栗原二郎、小林友明、東美智子、松本安夫、小池利昌

岡田則之、小川高弘、高橋  豊、石村行央、相原香保留  

高橋貴子  

欠席者（委員） 

氏 名 
杉田礼三、横田康介、駒見行彦、横川英士  

事 務 局 宮﨑課長、吉田主幹、近藤主任  

会 議 内 容 

①平成 21 年度商工観光課事業報告  

②大型店の出店について  

③小説「のぼうの城」の映画化について  

④その他  

会 議 資 料 

（資料名・概要等）  
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発  言  者  会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東議長  

 

事務局  

東議長  

小林委員  

事務局  

相原委員  

 

事務局  

 

 

 

 

相原委員  

 

事務局  

 

松本委員  

 市民憲章の唱和（吉田主幹）  

 開会（吉田主幹）  

 出席者自己紹介  

 委員長の互選及び委員長代理の指名  

  東委員を選出・承認  

  委員長あいさつ（東委員長）  

  委員長代理の指名（東委員長）  

  小池委員を指名・承認  

 

 （議事）  

 議題⑴平成 21 年度商工観光課事業について事務局からの報告を

求める。  

 資料に基づき、平成 21 年度商工観光課事業について報告する。 

 この件について委員からの質問等を求める。  

 起業家支援事業について、改修費補助と家賃補助の内訳は？  

 改修費補助は約 580 万円、家賃補助は約 650 万円となっている。 

 国で実施した事業仕分けなどを行い、削減すべきところは削減

して有効な予算配分に努めてほしい。  

 現在においても、行財政 3 ヵ年実施計画に計上するなどして毎

年の見直しを行っており、施設管理の面でも修繕、改修などは緊

急性の高いものから適宜実施している。  

 また、補助金についても必要なところには増額補正を行い、適

正な予算執行、有効な予算活用に努めている。  

 起業家支援事業について、補助金を出して終わりではなく、そ

の後の事業内容の把握などを行っているのか。  

 平成 19 年度から開始され実績もあがってきているので、今後は

検証作業も進めていきたい。  

 今年度はレシート大作戦が好評だったとのことだが、平成 22 年
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事務局  

度は同様の事業を考えているのか。  

 また、緊急雇用事業で作成した街路灯維持管理マップとはどう

いったものか。  

 平成 22 年度は商業振興基金 500 万円を原資としたプレミアム付

商品券発行事業を予定している。  

 街路灯維持管理マップについては、商店街ごとに形状の異なる

街路灯を把握し、イベントＰＲ用のフラッグの取り付けなど今後

の市内の活性化に役立てるように作成した。  

 公有財産購入について、長野工業団地隣接地を購入したことは

周知のとおりであるが、同所の今後の利用予定は考えているのか。 

 市の残土置場としての利用や隣接の倉庫業者への売り込みなど

が考えられるが、具体的には今後検討していきたい。  

 

 議題⑵大型店の出店について事務局より説明を求める。  

 資料に基づき、大型店の出店について説明する。  

 この件について委員からの質問等を求める。  

 （委員からの質問等は特になし）  

 

 議題⑶小説「のぼうの城」の映画化について事務局より説明を

求める。  

 資料に基づき、小説「のぼうの城」の映画化について説明する。 

 この件について委員からの質問等を求める。  

 観光客誘致推進事業について「行田市へ来訪する観光客の増加

を図り」とあるが、具体的にどのように増加を図るのか。  

 最近、高山に行ったが、そこでは入口で配布されるマップに食

べ物を無料配布する場所が示してあり、そこを目当てに観光客が

歩いて廻るように仕掛けられていた。行田でもゼリーフライを使

って同様の仕掛けが可能ではないか。  

現在、市内中心部に 90 棟ほどある蔵を活用して、忍城などと併
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東議長  
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せて散策できるようなエリアづくりを展開している。  

また、B-1 グランプリの招致に向けても動き出しており、過日市

内のフライ、ゼリーフライの店が一体となってフライ・ゼリーフ

ライ友の会を発足させたところである。  

観光客増加のために様々な取組を行っているところであるが、

高山のような手法もどんどん参考にして取り入れて行きたい。  

 小説「のぼうの城」映画制作推進協議会について、いつ設立さ

れ、今後どのような活動を予定しているのか。  

 去る 2 月 22 日に設立総会を開催した。協議会には 3 つの専門部

会が組織されており、今後の活動については部会単位で行ってい

くことになる。具体的な活動内容としてはこれからの部分も多い

が、構成メンバーが各方面から集められているため、全市的な協

力体制を築いていければと考えている。  

 

 議題⑷その他について、事務局から何かあるか。  

 次回開催は平成 22 年 5 月を予定している。また、その際の会議

資料については事前送付させていただく。  

  

 閉会（吉田主幹）  

 


